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主体的に学習に取り組む生徒の育成
～生徒の学習改善につながる評価の工夫～

（１年計画の１年次）

校長 本 間 孝 浩

１ 研究主題について

本校の学校目標である、「自分の良さを強みに変え、目標に向かい努力する生徒」に迫るため、上

記の研究主題を設定した。

昨年度までは、『説明力・表現力の向上』を研究主題とし、「わかりやすく伝え合う学習を通して」

を副題として取り組んだが、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、授業内の活動も制限された

ため、「伝え合う」場面を十分に設けることができなかった。

今年度は感染症対策を意識した授業を継続しながらも、教員に対するアンケートから、新学習指

導要領の全面実施にともない「主体的に学習に取り組む態度」の評価方法について課題意識をもっ

ている教員が多いことが分かったので、研究テーマとして設定した。目標やねらいと学習活動の整

合性を図り、生徒自らが学習改善に取り組めるような評価場面を意図的に設定することで、本校の

研究テーマである「主体的に学ぶ生徒の育成」を目指す。また、この研究が全生徒の「わかった、

できた、身についた」の実感となり、学校目標「自分の良さを強みに変え、目標に向かい努力する

生徒」の具現化に迫るべく研究を進めていきたい。

２ 研究のねらい

生徒の学習改善や学習意欲の高揚につながることをねらいとする評価の実施により、主体的に学

習に取り組む生徒を育てる。

３ 研究仮説

(1) 授業の目標や学習活動のねらいを明確に示し、学習方法を生徒同士が改良・調整を促す場面や、
教師による学習方法の軌道修正や動機づけの場面を意図的に設定することで、生徒の主体的な
学習改善につながると考える。

(2) 各教科において評価結果や振り返りを通して、自分の成長や身についた力を自覚することで、
学習に対する意欲の高揚や理解の深化につながると考える。

４．研究内容

(1) 年間指導計画・単元指導計画を参照し、「本単元を通してどのような力をつけさせるのか」とい

う単元の最終目標と、そのために「本時ではどのような方法で、どのような力をつけさせるの

か」という本時の目標及び各学習活動のねらいのつながりを明確にする。

(2) 生徒から「問い」や「思い」を引き出し、自分自身の学習課題として取り組めるよう、資料や

課題の提示の仕方を工夫する。技能教科や知識・技能を身に付ける場合でも発問を工夫し、生

徒が主体的に学習に取り組めるような課題提示をする。【市の重点内容】

(3) 学習課題と学習内容の整合性を図り、教師が学習の状況を適切に見取ったり、生徒自身が振り

返ったりする場面を意図的に設定する。【校内研の重点内容】

(4) 教師の見取りや生徒の振り返りが生かされるよう、同じまたは類似した内容を繰り返し扱った

り、同じまたは類似した方法で解決できる学習課題・学習内容を設定したりするなど、(3)で評

価したことが生かされるよう学習過程の構造化を図る。



５．研究の経過

(1) 研究仮説に基づく授業研究

月 日 学年・授業者・題材名・講師・成果・授業の概要 等

４ ５ 第１回校内研

概 要：生徒の学習改善につながる評価の工夫についての研究

今年度の校内研についての共通理解

４ ２７ 第２回校内研

概 要：指導案の書き方等共通理解

７ １４ 第３回校内研・公開授業 今(社) 中園(数) 苫米地(国) 窪田(英) 池田(数)

８ １９ １学期生徒授業評価（仮説検証及び授業改善に向けての分析）：各教科部会

１０ ６ 第４回校内研・公開授業 石谷(理) 久慈(数) 相馬(技) 窪田(英)

田端(数) 佐々木(誉)(体) 池田(数)

１１ ５ 第５回校内研・公開授業 今(社) 寺井(国・特) 教頭(英) 木南(英)

三浦(音) 佐々木(信) 窪田(英) 池田(数)

１２ １ 第６回校内研・公開授業 今(社) 岩舘(家) 教頭(英) 田中(社・特)

窪田(英) 池田(数)

１ ５ ２学期生徒授業評価（仮説検証及び授業改善に向けての分析）：各教科部会

１ １９ 第７回校内研・公開授業 橋本(体) 今(社) 栃木(理) 窪田(英) 池田(数)

２ ２ 第８回校内研・公開授業 今(社) 教頭(英) 廣田(美) 窪田(英) 池田(数)

(2) 一般研修

月 日 内容・講師・概要等

４ ５ 生徒理解研修

５ ２５ 一般研修 『 １人１台端末活用研修 』（リモート）

講師：八戸市総合教育センター 主任指導主事 石井 一二三 先生

内容：休校措置に伴う一人一台端末によるリモート授業の運用について

７ ２１ 青森県中学校教育課程研究集会（各教科で資料研修）

６ 研究の成果

(1) 自らの学習方法を振り返る場面を設定することで、学習方法を分析したり、分かったことやつ

まずきを自覚させ、自分自身の成長や変容が、次時への意欲につながった。

(2) 生徒同士の活動や振り返りによって、次の学習の動機付けや軌道修正につながり、そのことが

良好な集団づくりと安心感のある学習環境づくりにつながった。

(3) (1)(2)を指導者が見取ることにより、指導者が生徒の理解の状況やつまずきを把握し、授業改

善につなげることができた。

７ 研究の課題

(1) 授業評価アンケートによると、仲間からの指摘やアドバイスが自分の学び方を選んだり工夫し

たりする際に最も参考になると感じた生徒が６２％であった。知識・技能、思考力・判断力・

表現力を身に付けさせるために、生徒同士の活動場面をより多く、意図的に設定し、生徒の振

り返りや評価が生かされるような学習課題の設定や単元計画が必要である。

(2) 年６回の全教員による公開授業を設定したが、共有したり議論したりする時間がなかったため、

授業者の達成感が得られなかった。参観する目的や観る視点を明確にし、授業参観の必要性を

感じ取れるような工夫が必要である。

(記入者 今 昌子）


